
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
   

   

   

 
   

   

   

 
 

(％表示は、対前期増減率) 

 
   

平成25年12月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成25年７月23日

上 場 会 社 名 株式会社小野測器 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6858 URL http://www.onosokki.co.jp

代  表  者 (役職名) 取締役社長 (氏名) 小野雅道
問合せ先責任者 (役職名) 取締役経理部長 (氏名) 浜田 仁 (TEL)045-476-9706

四半期報告書提出予定日 平成25年８月８日 配当支払開始予定日 平成25年８月23日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．平成25年12月期第２四半期の連結業績（平成25年１月１日～平成25年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第２四半期 5,796 △2.1 584 △31.5 620 △28.3 448 △46.1
24年12月期第２四半期 5,921 25.7 854 244.2 864 242.9 831 416.1

(注) 包括利益 25年12月期第２四半期 740百万円(△20.2％) 24年12月期第２四半期 927百万円(1,118.9％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年12月期第２四半期 16.92 ―
24年12月期第２四半期 29.85 ―

四半期連結経営成績に関する注記

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年12月期第２四半期 18,389 14,678 79.7
24年12月期 18,309 14,405 78.6

(参考) 自己資本 25年12月期第２四半期 14,653百万円 24年12月期 14,396百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00

25年12月期 ― 5.00

25年12月期(予想) ― 10.00 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年12月期の連結業績予想（平成25年１月１日～平成25年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,300 4.3 1,480 △3.0 1,510 △1.9 990 △31.2 37.38

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年12月期２Ｑ 28,000,000株 24年12月期 29,000,000株

② 期末自己株式数 25年12月期２Ｑ 1,734,126株 24年12月期 2,280,681株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期２Ｑ 26,487,404株 24年12月期２Ｑ 27,868,105株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（事業環境） 

 当第２四半期連結累計期間の我が国経済は、円高の是正や株高が進行し、景気回復への期待感から消

費マインドも改善するなど、明るさが見えてまいりました。一方、実体経済においては鉱工業生産に回

復が見られるものの、機械受注をはじめ設備投資の回復力が弱い中で推移してまいりました。 

（受注高、売上高および受注残高の状況） 

このような事業環境のなか、前連結会計年度の第４四半期より減速していた当社グループの受注は３

月以降回復基調となり、第２四半期連結累計期間の受注高は62億２千万円（前年同期比7.3％減）とな

りました。売上高につきましては、受注残をほぼ計画どおり生産できたことなどにより57億９千６百万

円（前年同期比2.1％減）となり、受注残高につきましては49億５千２百万円（前年同期比10.2％増）

となりました。 

（損益の状況） 

 損益面につきましては、同期間の売上となった特注試験装置に開発要素を含む案件が含まれていたこ

となどから売上原価率は50.6％（前年同期は49.0％）となり、また販売費及び一般管理費は前連結会計

年度に開設した現地法人をはじめとする海外展開の強化や研究開発費の増加等により、前年同期に比べ

１億１千５百万円増加しました。これらのコストの増加の結果、営業利益は５億８千４百万円（前年同

期比31.5％減）、経常利益は６億２千万円（前年同期比28.3％減）となりました。また、税務上の欠損

金が解消されたことにより税金費用が増加する一方、神奈川県臨時特例企業税が返還されたことによる

影響を含め、四半期純利益は４億４千８百万円（前年同期比46.1％減）となりました。 

なお、当社テクニカルセンター（横浜市緑区）において、老朽化した空調設備および照明設備の省エ

ネ化更新（平成25年１月完成）について補助金が認められたため圧縮記帳することとし、９千８百万円

を国庫補助金として特別利益に計上し、同額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。 

（設備投資計画） 

当社グループでは、計測・制御・試験等の分野での顧客ニーズの多様化・高度化に対応するため、設

備投資計画を策定中であります。栃木県宇都宮市にある（株）小野測器宇都宮の隣接地を取得済みであ

り、同分野での実験棟を新設すべく計画を進めております。なお、実験棟の完成は来期となるため、当

期業績への影響は軽微であります。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

＜計測機器＞ 

「計測機器」におきましては、受注高が22億５千８百万円（前年同期比0.8％増）、売上高が21億１

千７百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は１億６千５百万円（前年同期比3.2％増）となりまし

た。製品群別の概況では、回転・速度計測機器、寸法・変位計測機器などの生産設備関連製品は前年第

４四半期から減速傾向が続いております。トルク計測機器はモータ関連の効率化のための受注が拡大

し、新製品効果も寄与して拡大基調となりました。音響・振動計測機器は、第１四半期まで減速してい

たものの第２四半期より復調してまいりました。自動車性能計測機器は、新製品（車速計、燃費計、燃

焼解析装置）の投入効果により拡大基調となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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＜特注試験装置及びサービス＞ 

「特注試験装置及びサービス」におきましては、第２四半期より受注が復調傾向となったものの、第

１四半期の減速を埋めるには至らず、受注高は39億５千４百万円（前年同期比11.5％減）となりまし

た。売上高につきましては、受注残をほぼ計画どおり生産できたことなどにより36億７千２百万円（前

年同期比1.7％減）となりました。損益面につきましては、同期間の売上に開発要素を含む案件が含ま

れていたことから売上原価率が悪化したことなどにより、営業利益は４億１千６百万円（前年同期比

39.8％減）となりました。 

＜その他＞ 

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当

社が所有する土地・建物の管理業務を行っております。 

当区分の売上高は７千２百万円(前年同期比2.9％増)、営業利益は５百万円(前年同期は１百万円の営

業損失)となりました。なお、同区分の外部顧客に対する売上高は６百万円（前年同期比14.5％増）で

あります。 

  

（参考）セグメント別の受注実績および売上実績ならびに営業利益実績 

 
(注) １  セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  受注実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 2,240 2,258 18 0.8

特注試験装置及びサービス 4,465 3,954 △511 △11.5

その他 70 72 2 2.9

（調整額） △64 △65 △1 －

合計 6,712 6,220 △491 △7.3

  売上実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 2,179 2,117 △62 △2.9

特注試験装置及びサービス 3,735 3,672 △62 △1.7

その他 70 72 2 2.9

（調整額） △64 △65 △1 －

合計 5,921 5,796 △124 △2.1

  営業利益実績（△損失） （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 160 165 5 3.2

特注試験装置及びサービス 692 416 △275 △39.8

その他 △1 5 7 －

（調整額） 3 △3 △6 －

合計 854 584 △269 △31.5
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当第２四半期連結会計期間の、総資産は183億８千９百万円となり、前連結会計年度と比べ７千９百

万円の増加となりました。主な内訳は、現金及び預金の減少、売掛金の減少、たな卸資産の減少、有形

固定資産の増加、投資有価証券の評価による増加であります。負債は37億１千万円となり、前連結会計

年度と比べ１億９千２百万円の減少となりました。主な内訳は、仕入債務の減少、前受金の増加であり

ます。また、純資産は146億７千８百万円となり、前連結会計年度と比べ２億７千２百万円の増加とな

りました。主な内訳は、四半期純利益の計上による増加、自己株式の取得による減少であります。 

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

<営業活動によるキャッシュ・フロー> 

営業活動によるキャッシュ・フローは、９億８千２百万円の増加となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前四半期純利益６億１千９百万円、売上債権の減少額４億８千３百万円、たな卸資産の減少

額２億１百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額３億６千１百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、８億８千３百万円の収入の減少となりました。 

<投資活動によるキャッシュ・フロー>  

投資活動によるキャッシュ・フローは、７億４千万円の支出となりました。支出の主な内訳は、有形

固定資産の取得による支出７億９千万円、保険積立金の積立による支出６千８百万円であり、収入の主

な内訳は、補助金の受取額９千８百万円、保険積立金の解約による収入２千３百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、６億７千２百万円の支出の増加となりました。 

<財務活動によるキャッシュ・フロー> 

財務活動によるキャッシュ・フローは、４億６千５百万円の支出となりました。主な内訳は、配当金

の支払額２億６千３百万円、自己株式の取得額２億円であります。 

 前年同四半期と比較すると、１億３千４百万円の支出の減少となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ１億８千１百万円減少し、当第２四半期

連結累計期間末には23億８千２百万円となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間におきましては、前述の通り第１四半期における受注の減速を埋めるに至

らず、当初予想（平成25年１月29日公表）を下回ることとなりました。また、通期連結業績予想につき

ましては、受注残を一定量保有しており、足元の受注も３月より回復基調であることから、上期の減額

を反映した予想に下方修正することとし、平成25年７月22日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を

公表いたしました。今後は業績予想の達成に注力してまいります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

㈱小野測器(6858)平成25年12月期　第２四半期決算短信

4



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,563 2,382

受取手形及び売掛金 2,631 2,336

商品及び製品 429 381

仕掛品 1,280 1,146

原材料及び貯蔵品 402 393

繰延税金資産 100 97

その他 39 59

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,449 6,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,881 4,052

土地 5,069 5,303

その他（純額） 655 697

有形固定資産合計 9,606 10,053

無形固定資産 51 46

投資その他の資産   

投資有価証券 927 1,187

従業員に対する長期貸付金 1 1

繰延税金資産 97 77

その他 175 225

投資その他の資産合計 1,202 1,492

固定資産合計 10,860 11,592

資産合計 18,309 18,389
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,303 940

未払法人税等 72 224

賞与引当金 39 63

その他 894 916

流動負債合計 2,310 2,144

固定負債   

退職給付引当金 1,396 1,404

役員退職慰労引当金 157 132

環境対策引当金 15 15

その他 23 14

固定負債合計 1,592 1,566

負債合計 3,903 3,710

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 2,293 1,868

利益剰余金 6,148 6,329

自己株式 △975 △750

株主資本合計 14,600 14,580

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △130 102

為替換算調整勘定 △72 △29

その他の包括利益累計額合計 △203 72

少数株主持分 8 25

純資産合計 14,405 14,678

負債純資産合計 18,309 18,389
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 5,921 5,796

売上原価 2,901 2,930

売上総利益 3,019 2,866

販売費及び一般管理費 2,165 2,281

営業利益 854 584

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 12 14

為替差益 3 －

賃貸収入 7 3

還付加算金 － 26

その他 11 10

営業外収益合計 35 56

営業外費用   

支払利息 6 0

社債利息 0 －

売上割引 12 10

支払手数料 6 7

その他 0 3

営業外費用合計 25 21

経常利益 864 620

特別利益   

国庫補助金 － 98

特別利益合計 － 98

特別損失   

退職給付制度終了損 12 －

投資有価証券評価損 0 0

固定資産除却損 0 0

固定資産圧縮損 － 98

特別損失合計 13 99

税金等調整前四半期純利益 851 619

法人税、住民税及び事業税 10 231

法人税等還付税額 － △70

法人税等調整額 3 △1

法人税等合計 14 159

少数株主損益調整前四半期純利益 837 460

少数株主利益 5 12

四半期純利益 831 448
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 837 460

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 92 233

為替換算調整勘定 △2 46

その他の包括利益合計 90 280

四半期包括利益 927 740

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 921 724

少数株主に係る四半期包括利益 5 16
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 851 619

減価償却費 245 238

賞与引当金の増減額（△は減少） 29 23

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9 △25

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

受取利息及び受取配当金 △13 △15

支払利息及び社債利息 6 0

国庫補助金 － △98

固定資産圧縮損 － 98

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,140 483

たな卸資産の増減額（△は増加） △130 201

仕入債務の増減額（△は減少） △335 △361

未払消費税等の増減額（△は減少） △19 △3

その他 54 △154

小計 1,823 1,013

利息及び配当金の受取額 13 15

利息の支払額 △7 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 36 △46

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,865 982

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △65 △790

無形固定資産の取得による支出 △4 －

補助金の受取額 － 98

保険積立金の積立による支出 － △68

保険積立金の解約による収入 － 23

その他 1 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △68 △740

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △166 －

社債の償還による支出 △200 －

自己株式の純増減額（△は増加） △93 △200

配当金の支払額 △138 △263

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △599 △465

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,199 △181

現金及び現金同等物の期首残高 2,168 2,563

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,367 2,382

㈱小野測器(6858)平成25年12月期　第２四半期決算短信

10



  

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額△３百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間において、平成25年２月７日および平成25年５月10日開催の取締役会決議に

基づき、自己株式450,000株を１億９千９百万円で取得いたしました。また、平成25年３月６日開催の取

締役会決議に基づき、平成25年３月21日に自己株式1,000,000株を消却いたしました。主にこの影響によ

り、当第２四半期連結会計期間における自己株式は1,734,126株、７億５千万円となりました。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,179 3,735 5,915 6 5,921 ― 5,921

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 64 64 △64 ―

計 2,179 3,735 5,915 70 5,985 △64 5,921

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

160 692 852 △1 851 3 854

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,117 3,672 5,789 6 5,796 ― 5,796

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 65 65 △65 ―

計 2,117 3,672 5,789 72 5,862 △65 5,796

セグメント利益 165 416 582 5 588 △3 584

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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